
千葉テレビで「第６９回茂原七夕まつり」が放映されます。
◆放送日時　本放送　８月１２日㊏１８時５分～１９時　　再放送　８月１５日㊋１８時３０分～１９時２５分

問合せ　茂原七夕まつり実行委員会（茂原商工会議所内） 　茂原市茂原443
　　　　　（22）3361　　（23）7895　茂原七夕まつりホームページ http://www.mobara-tanabata.com/

茂原市
マスコットキャラクター
モバりん

検 索もばらたなばた　☎ FAX

2023
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簡
易
書
留
に
よ
る
交
付

　

郵
便
配
達
員
が
直
接
手
渡
し
ま

す
。
不
在
の
場
合
は
、
受
け
取
り

方
な
ど
を
、「
不
在
連
絡
票
」
で

確
認
し
、
忘
れ
ず
に
受
け
取
っ
て

く
だ
さ
い
。

窓
口（
国
保
年
金
課
）で
の
交
付

　

希
望
す
る
方
は
、
６
月
29
日
㊍

ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
７
月

７
日
㊎
か
ら
交
付
し
ま
す
。

①
本
人
が
受
け
取
る
場
合

　

公
的
機
関
が
発
行
す
る
顔
写
真

付
き
の
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免

許
証
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
等
）

を
持
参

②
代
理
人
が
受
け
取
る
場
合

　

世
帯
主
ま
た
は
世
帯
員
か
ら
の

委
任
状
、
公
的
機
関
が
発
行
す
る

代
理
人
の
顔
写
真
付
き
の
本
人
確

認
書
類
（
運
転
免
許
証
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
等
）
を
持
参

※�
保
険
税
等
に
未
納
分
が
あ
る
方

に
は
、
短
期
有
効
期
限
の
保
険

証
を
交
付
し
ま
す
。
短
期
保
険

証
の
更
新
に
は
、
市
役
所
窓
口

に
て
手
続
き
が
必
要
で
す
。

◆
国
民
健
康
保
険

一
部
負
担
金
の
免
除
・�

�

徴
収
猶
予
に
つ
い
て

　

世
帯
主
、
被
保
険
者
の
方
が
震

災
等
に
遭
わ
れ
た
場
合
や
失
業
等

に
よ
り
収
入
が
著
し
く
減
少
し
た

こ
と
で
、
生
活
が
困
難
と
な
っ
た

場
合
に
、
申
請
に
よ
り
認
め
ら
れ

る
と
、
医
療
機
関
等
で
支
払
う
一

部
負
担
金
（
自
己
負
担
額
）
の
免

除
ま
た
は
徴
収
猶
予
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

◆
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

負
担
区
分
の
見
直
し
に
つ
い
て

　

毎
年
８
月
１
日
現
在
の
加
入
者

に
つ
い
て
、
世
帯
状
況
と
前
年
所

得
に
基
づ
き
負
担
区
分
（
※
）
判

定
を
行
っ
て
お
り
、
こ
の
判
定
さ

れ
た
負
担
区
分
は
８
月
１
日
か
ら

適
用
さ
れ
ま
す
。

　

負
担
区
分
判
定
の
結
果
、
医
療

費
の
一
部
負
担
金
の
割
合
に
変
更

が
生
じ
る
方
に
は
、負
担
割
合（
１

割
、
２
割
、
３
割
）
が
変
更
さ
れ

た
保
険
証
を
送
付
し
ま
す
。
８
月

１
日
以
降
に
医
療
機
関
等
に
行
か

れ
る
際
は
、
必
ず
新
し
い
保
険
証

を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

負
担
区
分
と
は
…
医
療
費
の
自

己
負
担
割
合
や
高
額
療
養
費
の

自
己
負
担
限
度
額
等
を
決
め
る

た
め
の
区
分

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

 
７
月
中
旬
に
保
険
証
を
郵
送
し
ま
す

　
国
民
健
康
保
険
お
よ
び
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険
者
証
（
保
険
証
）
が
、

７
月
31
日
で
有
効
期
限
切
れ
と
な
る
た
め
、
８
月
１
日
か
ら
使
え
る
新
し
い
保
険
証

を
簡
易
書
留
で
郵
送
し
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
保
険

証
と
し
て
利
用
で
き
る
医
療
機
関

や
薬
局
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で
受
診

し
、
本
人
が
同
意
す
る
こ
と
で
、

薬
剤
情
報
や
健
診
の
情
報
を
医
師

な
ど
が
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る

た
め
、
よ
り
適
切
な
医
療
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

利
用
に
は
、
初
回
登
録
が
必
要

で
す
。
詳
し
く
は
厚
生
労
働
省

ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

問
合
せ

国
保
年
金
課
（
２
階
）

☎
⒇
１
５
０
３　
6
⒇
１
６
０
０

マイナンバーカードが
健康保険証として利用できます

見　本

見　本
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◆
対
象

　

市
内
北
西
部
（
左
記
参
照
）
の

運
行
エ
リ
ア
ま
た
は
エ
リ
ア
外
の

本
納
・
豊
岡
地
区
に
居
住
す
る
方

※
事
前
に
利
用
登
録
が
必
要

※�

障
害
者
手
帳
所
持
者
、
そ
の
介

助
者
、
運
転
経
歴
証
明
書
所
持

者
、
小
学
生
は
２
０
０
円

デ
マ
ン
ド
交
通「
ふ
れ
あ
い
」と

市
民
バ
ス「
モ
バ
ス
」を

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

デマンド交通
「ふれあい」
（予約制乗り合いタクシー）

市民バス
「モバス」

◆
運
行
日

　

月
・
水
・
金
曜
日

※
休
日
、
年
末
年
始
を
除
く

◆
利
用
運
賃

　

４
０
０
円

駅
原
茂
新

駅
納
本

デマンド交通
運行エリア

➡

➡

国道128号

茂原街道

ＪＲ外房線

茂原駅茂原長生線

◆
運
行
日

　

月
曜
日
～
金
曜
日

※
休
日
、
年
末
年
始
を
除
く

◆
利
用
運
賃

　

２
０
０
円

※�

障
害
者
手
帳
所
持
者
、
そ
の
介

助
者
、
運
転
経
歴
証
明
書
所
持

者
、
小
学
生
は
１
０
０
円

　

詳
し
く
は
、
都
市
計
画
課
ウ
ェ

ブ
ペ
ー
ジ
ま
た
は
市
内
公
共
施
設

等
へ
設
置
さ
れ
た
『
茂
原
市
交
通

マ
ッ
プ
』
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

都
市
計
画
課
（
８
階
）

☎
⒇
１
５
４
６　
6
⒇
１
６
０
６

豊かな地域づくりを進める�
� 茂原市自治会長連合会を紹介します
　市内には、237の自治会があり、地域のため
にさまざまな活動に取り組んでいます。
　大規模な災害が発生するなど、いざというと
きには、日頃から交流のある地域住民同士の助
け合いが重要になります。
　自治会未加入の方は、この機会に、ぜひ加入
を検討ください。

◆茂原市自治会長連合会
　市連合会は、連合会加盟の自治会長で構成さ
れます。会の運営は、10人の常任理事（各地
区連合会の会長）および各地区連合会から推薦
された理事18人を中心に行われています。
　役員は、常任理事10人の中から、会長1人、副会長3人、会計2人が選出されます。また、監事2人は
理事以外の自治会長から選出されます。
　理事会や専門部会などを開催し、意見交換会や情報交換をすることにより、自治会活動や地域の活性
化を図るとともに、行政との連絡調整役として市政の発展に寄与しています。

◆地区自治会長連合会
　市内10地区に設置され、各地区の全自治会長で構成されています。
　地域内の自治会活動における共通課題の解決、交流・親睦等を目的として、独自の活動を行っています。

問合せ　生活課（２階）　☎（20）1505　6（20）1600

茂原市自治会長連合会

地区自治会長連合会

豊
岡
地
区
連

単
位
自
治
会
長

茂
原
地
区
連

単
位
自
治
会
長

高
師
地
区
連

単
位
自
治
会
長

東
郷
地
区
連

単
位
自
治
会
長

豊
田
地
区
連

単
位
自
治
会
長

二
宮
地
区
連

単
位
自
治
会
長

五
郷
地
区
連

単
位
自
治
会
長

鶴
枝
地
区
連

単
位
自
治
会
長

本
納
地
区
連

単
位
自
治
会
長

新
治
地
区
連

単
位
自
治
会
長

市では、広報紙の送付を希望される方に無料で郵送しています。
申込み　秘書広報課（３階）　☎（20）1512　6（20）1601お知らせ メール　　　▶フォーム3 広報もばら　2023.6.15



市税
123億4,606万円

38.8%

市税
123億4,606万円

38.8%

地方交付税
42億233万円
13.2%

地方交付税
42億233万円
13.2%

地方消費税交付金
21億6,656万円

6.8%

地方消費税交付金
21億6,656万円

6.8%

その他一般財源
8億540万円
2.6%

その他一般財源
8億540万円
2.6%

歳　入
予算現額

356億6,849万円
収入済額

318億354万円
収入率 89.2%

歳　出
予算現額

356億6,849万円
支出済額

310億4,152万円
執行率 87.0%

国庫支出金
66億8,352万円
21.0%

国庫支出金
66億8,352万円
21.0%

県支出金
12億934万円
3.8%

諸収入
11億1,977万円
3.5%

繰入金
10億2,715万円
3.2%

市債
9億7,420万円　3.1%

その他特定財源
12億6,921万円

4.0%

特

定

財

源

一

般

財

源

総務費
26億4,659万円

8.5%

総務費
26億4,659万円

8.5%

民生費
127億9,808万円

41.2%

民生費
127億9,808万円

41.2%

衛生費
33億9,672万円

10.9%

衛生費
33億9,672万円

10.9%

その他
2億6,732万円　0.9%

公債費
36億9,423万円

11.9%

公債費
36億9,423万円

11.9%

教育費
24億6,783万円
8.0%

教育費
24億6,783万円
8.0%

消防費
14億4,334万円
4.7%

土木費
31億4,177万円

10.1%

土木費
31億4,177万円

10.1%

農林水産業費
5億5,199万円　1.8%

商工費
6億3,365万円　2.0%

特別会計
会　計　名 予　算　額

収入済額 収入率
支出済額 執行率

国民健康保険
事 業 費 100億1,832万円

89億1,124万円 88.9%
92億1,343万円 92.0%

農業集落排水
事 業 費 8億4,567万円

6億1,960万円 73.3%
5億5,484万円 65.6%

駐車場事業費 4,604万円
1,439万円 31.3%
4,145万円 90.0%

介 護 保 険
事 業 費 86億   678万円

83億4,656万円 97.0%
73億1,467万円 85.0%

後 期 高 齢 者
医 療 事 業 費 14億5,720万円

14億1,218万円 96.9%
12億  725万円 82.8%

合　　計 209億7,401万円
193億  397万円 92.0%
183億3,164万円 87.4%

市税収入と負担状況
税　目 収入済額 市民一人当たり

市 民 税 50億7,630万円 58,284円
固定資産税 57億6,305万円 66,169円
市たばこ税 7億4,333万円 8,535円
都市計画税 4億5,719万円 5,249円
その他の税 3億  619万円 3,515円

合　　計 123億4,606万円 141,752円

土地
1,854,428㎡

土地
1,854,428㎡

基金
67億5,124万円

基金
67億5,124万円

建物
224,225㎡
建物

224,225㎡

茂原市のおさいふ事情
令和4年度下半期

（10月～ 3月）
※１万円単位で端数処理しています。

一般財源（使い道が特定されない財源）
市税

皆さんに納めていただいた税金
地方交付税

国税の一部から、市の財政状況に応じて
交付されるもの
地方消費税交付金

県からの消費税に係る交付金
その他一般財源

国からの地方譲与税、交付金など
特定財源（使い道が特定されている財源）
国庫支出金

国からの負担金や補助金など
県支出金

県からの負担金や補助金など
諸収入

貸付金の元利収入・雑入など
繰入金

特別会計や基金から入ってきた額
市債

国や銀行などからの借入金
その他特定財源

前年度からの繰越金、各種証明手数料など

一般会計歳入

市の財産

問合せ
財政課（４階）
☎（20）1517　6（20）1603

※令和5年3月31日現在　人口87,096人
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市税
123億4,606万円

38.8%

市税
123億4,606万円

38.8%

地方交付税
42億233万円
13.2%

地方交付税
42億233万円
13.2%

地方消費税交付金
21億6,656万円

6.8%

地方消費税交付金
21億6,656万円

6.8%

その他一般財源
8億540万円
2.6%

その他一般財源
8億540万円
2.6%

歳　入
予算現額

356億6,849万円
収入済額

318億354万円
収入率 89.2%

歳　出
予算現額

356億6,849万円
支出済額

310億4,152万円
執行率 87.0%

国庫支出金
66億8,352万円
21.0%

国庫支出金
66億8,352万円
21.0%

県支出金
12億934万円
3.8%

諸収入
11億1,977万円
3.5%

繰入金
10億2,715万円
3.2%

市債
9億7,420万円　3.1%

その他特定財源
12億6,921万円

4.0%

特

定

財

源

一

般

財

源

総務費
26億4,659万円

8.5%

総務費
26億4,659万円

8.5%

民生費
127億9,808万円

41.2%

民生費
127億9,808万円

41.2%

衛生費
33億9,672万円

10.9%

衛生費
33億9,672万円

10.9%

その他
2億6,732万円　0.9%

公債費
36億9,423万円

11.9%

公債費
36億9,423万円

11.9%

教育費
24億6,783万円
8.0%

教育費
24億6,783万円
8.0%

消防費
14億4,334万円
4.7%

土木費
31億4,177万円

10.1%

土木費
31億4,177万円

10.1%

農林水産業費
5億5,199万円　1.8%

商工費
6億3,365万円　2.0%

公営企業会計　下水道事業
区　分 予算額

収入および
比　率

支出済額
収益的収入 13億9,059万円 8億9,914万円 64.7%
収益的支出 13億6,753万円 3億8,471万円 28.1%
資本的収入 13億3,327万円 9億6,095万円 72.1%
資本的支出 19億6,158万円 10億    33万円 51.0%

市債（市で借りているお金）の現在高
区　分 金　額
一般会計 365億5,524万円

防災・施設整備など 4億1,461万円
第三セクター等改革推進債 79億6,680万円
福祉施設整備など 2億1,583万円
水道事業への出資金など 3億1,779万円
農業基盤整備など 6億   527万円
商工業の振興 5億1,607万円
道路整備など 58億5,501万円
教育施設の整備など 44億7,840万円
臨時財政対策債 158億   211万円
その他 3億8,335万円

特別会計 16億4,930万円
下水道事業債（農業集落排水事業） 16億4,240万円
駐車場整備事業債 690万円

公営企業会計 49億1,577万円
下水道事業債（公共下水道事業） 49億1,577万円

合　　計 431億2,031万円

民生費
社会福祉・児童福祉などの経費
公債費

借入金の返済金
衛生費

保健福祉・ごみ処理などの経費
土木費

道路・公園・橋・河川の整備などの経費
総務費

市役所の全般的な経費
教育費

小中学校、幼稚園整備などの経費
消防費

消防や救急活動などへの負担金
商工費

商工業や観光の振興などの経費
農林水産業費

農業・畜産業・林業などの経費
その他の歳出

議会等の経費、大雨等による災害復旧事業

一般会計歳出

公営企業会計
使用料金の収入などの収益により維持される「独立採
算」を原則とする会計
公営企業会計の会計方式

収入支出すべての資産の増減を、発生した時点で記帳
する複式簿記を採用
収益的収支

下水道使用料や施設管理等の経営活動に関する収入、
支出
資本的収支

経営活動に必要な施設の整備や機器の調達など資産の
形成に係る収入、支出

　一般会計の最終予算額は当初予算より47億3,549万円増の、356億6,849
万円（令和３年度からの繰越予算13億802万円含む）となり、令和３年度
と比べ22億8,696万円の減となりました。執行状況は、歳入が318億354
万円（現計予算に対する収入率89.2％、以下同）、歳出が310億4,152万円（執
行率87.0％）となっています。
　特別会計の最終予算額は当初予算より4億8,199万円増の、209億7,401
万円となり、令和３年度と比べ、5億9,218万円の増となりました。執行状
況は、歳入が193億397万円（収入率92.0％）、歳出が183億3,164万円（執
行率87.4％）となっています。　
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危険業務従事者叙勲

　市内産業の「世界に誇る技術」を直に体感してもらい、工業の大切さ等を知ってもらうため、市内工
場見学を開催します。

※-の日程は6月2日㊎時点で定員に達しています。

①集団健診
（市内の公共施設で行う健診）

8月24日㊍　9時30分～16時30分

13時～（8月4日㊎、25日㊎の夜間は18時～）

◆実施方法

◆日　　時
株式会社ナガホリ アトリエ・ド・モバラ、
沢井製薬株式会社 関東工場

◆見 学 先

市内小学4年生～6年生とその保護者◆対　　象
16人（1組2人、計8組）　※申込多数の場合抽選◆募集人数
受付フォームまたはメールにて申し込み
メールには下記内容を記載し、送信

◆申　　込

◆申込期間 6月19日㊊～30日㊎　※結果は7月14日㊎までに通知します。

◆実施時間
お申し込み後にご案内します。◆受付時間

◆申込方法

・自己負担額　千円　
・申 込 期 限　希望日の10日前まで
※各日程（右表）とも定員になり次第締め切り
②個別健診
（長生郡市内の契約医療機関で行う健診）

・自己負担額　２千円
・健 診 期 間　～12月25日㊊
・申 込 期 限　11月30日㊍

件名　市内工場見学　申し込み
本文　・参加者の氏名、フリガナ、性別、生年月日、住所、学校名、学年、靴のサイズ
　　　・保護者の氏名、フリガナ、性別、生年月日、住所、参加者との続柄、連絡先
　　　・撮影した写真の使用可否
　　　・昼食について次のうち選択する番号を記載（自費）
　　　①あのスターも食べた⁉ロケ弁当（1個800円　お茶付き）※アレルギー対応不可
　　　②近隣の飲食店を利用
　　　③お弁当等を持参

　電話、ＦＡＸ、メール、窓口で申し込み
　（完全予約制）
※集団健診、個別健診ともに、質問票等はお
申し込み後に随時郵送します。

茂原市国民健康保険に加入の 40 歳～74歳の方

まだ間に合います！特定健診を受けましょう

夏休みの宿題解決！！ものづくりって何してる？？
親子で工場見学ツアーを開催します

集団健診　日程表

申込み・問合せ 健康管理課（2階） kenkou@city.mobara.chiba.jp
☎（20）1574  　（20）1600FAX

申込み・問合せ 商工観光課（6階） shinkou@city.mobara.chiba.jp
☎（20）1528  　（20）1604FAX

月　　日 会　　場

保健センター

市役所

東部台文化会館
本納公民館（ほのおか館）

7月19日㊌、20日㊍、21日㊎、
24日㊊、25日㊋、26日㊌、27日㊍
7月31日㊊
8月1日㊋、2日㊌、3日㊍、
4日㊎、4日㊎（夜間）、5日㊏、
7日㊊、8日㊋、9日㊌、10日㊍、
25日㊎、25日㊎（夜間）、26日㊏、
28日㊊、29日㊋
9月25日㊊、26日㊋
9月27日㊌、28日㊍、29日㊎

▲受付フォーム

6広報もばら　2023.6.15



危険業務従事者叙勲

瑞
宝
単
光
章

（
郵
政
業
務
功
労
）

片
岡　

文
雄
さ
ん

元 

日
本
郵
政
公
社
職
員

（
65
歳
・
東
部
台
）

瑞
宝
双
光
章

（
警
察
功
労
）

早
田　

修
一
郎
さ
ん

元 

千
葉
県
警
視（

72
歳
・
緑
ケ
丘
）

旭
日
小
綬
章

（
地
方
自
治
功
労
）

市
原　

健
二
さ
ん

元 

茂
原
市
議
会
議
員（75

歳
・
町
保
）

瑞
宝
単
光
章

（
警
察
功
労
）

今
関　

誠
さ
ん

元 

千
葉
県
警
部

（
72
歳
・
千
町
）

瑞
宝
双
光
章

（
警
察
功
労
）

市
原　

義
美
さ
ん

元 

千
葉
県
警
視（

72
歳
・
八
幡
原
）

瑞
宝
双
光
章

（
警
察
功
労
）

江
波
戸　

良
明
さ
ん

元 

警
視
正

（
72
歳
・
東
郷
）

春の叙勲

　このほど、長年の功労と輝かしい功績をたたえる「春の叙勲」および長年にわたり危険な業務
に就き、社会へ貢献された功績をたたえる「危険業務従事者叙勲」の発表があり、市内から次の方々
が受章されました。

承諾いただいた方のみ掲載しています。

おめでとうございます
「春の叙勲」「危険業務従事者叙勲」

�

善
意
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

�

（
敬
称
略
）

�

▼
市
へ

水
野　

美
穂�

（
金
３
万
６
千
円
）

竹
内　

勝
己�

（
金
１
万
８
千
円
）

岩
下　

直
正�

（
金
１
万
１
千
円
）

櫻
井　

啓
一�

（
金
１
万
１
千
円
）

▼
市
内
小
中
学
校
へ

蒔
田　

沙
枝

（
茂
原
中
学
校
、
萩
原
小
学
校
＝

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ア
ー
ト
各
１
枚
）

有
限
会
社
サ
ン
ワ
ト
ー
タ
ル

代
表
取
締
役　

市
橋
拓
道

（
西
小
学
校
＝
校
舎
屋
上
屋
外
時

計
１
台
）

▼
茂
原
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ

高
師
八
幡
神
社�

（
金
２
万
円
）

上
村　

浩
道�

（
金
１
万
円
）

茂
原
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

�

（
金
25
万
円
）
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令
和
４
年
度　

定
期
監
査
（
そ

の
４
）
を
実
施
し
た
結
果
（
一

部
抜
粋
）
を
次
の
と
お
り
公
表

し
ま
す
。

茂
原
市
監
査
委
員　

風
戸　

博
恭

茂
原
市
監
査
委
員　

山
田　

広
宣

◆
監
査
の
対
象

◦
都
市
建
設
部

土
木
建
設
課
、
土
木
管
理
課
、

都
市
計
画
課
、
建
築
課
、

都
市
整
備
課
、
下
水
道
課
、

川
中
島
下
水
処
理
場

◆
監
査
の
着
眼
点

　

各
所
管
の
財
務
に
関
す
る
事
務

の
執
行
及
び
経
営
に
係
る
事
業
の

管
理
並
び
に
そ
の
他
の
事
務
の
執

行
が
法
令
等
に
適
合
し
、
適
正
か

つ
正
確
に
行
わ
れ
て
い
る
か
、
最

少
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
挙

げ
、
組
織
及
び
運
営
の
合
理
化
に

努
め
て
い
る
か
に
主
眼
を
置
き
監

査
を
実
施
し
た
。

営
は
、
様
々
な
要
因
に
よ
り
一
層

厳
し
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
。
少
子
化
や
高
齢
化
に
対
応
す

る
た
め
の
経
費
、
さ
ら
に
は
懸

案
の
災
害
対
策
に
係
る
経
費
等
、

様
々
な
行
政
需
要
に
よ
る
財
政
負

担
の
増
加
に
加
え
、
市
民
生
活
に

密
接
に
関
連
す
る
ご
み
の
新
最
終

処
分
場
の
建
設
や
長
生
病
院
Ｂ
棟

の
改
築
等
、
長
生
郡
市
広
域
市
町

村
圏
組
合
の
大
規
模
事
業
の
実
施

に
伴
い
負
担
金
も
大
幅
に
増
加
す

る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
状
況
を
十
分
認
識
し
、

危
機
感
を
持
っ
て
事
業
の
実
施
に

あ
た
る
と
と
も
に
、
経
費
の
節
減

に
努
め
、
事
業
の
見
直
し
に
つ
い

て
も
積
極
的
に
検
討
さ
れ
た
い
。

◦
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

は
、
市
民
生
活
に
大
き
な
影
響
を

与
え
、
生
活
ス
タ
イ
ル
の
変
更
を

も
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
行
政
運
営

に
お
い
て
も
業
務
量
の
増
加
や
コ

ロ
ナ
対
応
の
た
め
の
業
務
手
法
の

変
更
等
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
し

て
い
る
。
ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
・
ポ
ス
ト

コ
ロ
ナ
を
見
据
え
、
よ
り
よ
き
未

来
を
市
民
と
と
も
に
再
構
築
し
て

い
く
た
め
、
職
員
各
々
が
「
業
務

が
何
の
た
め
で
あ
る
か
」
を
常
に

念
頭
に
お
き
な
が
ら
、
事
務
事
業

の
着
実
な
推
進
に
努
め
ら
れ
た
い
。

【
部
署
別
事
項
】

〈
都
市
建
設
部
〉

土
木
建
設
課

◦
道
路
や
河
川
等
整
備
事
業
に
つ

い
て
は
、
諸
物
価
高
騰
等
の
影
響

に
よ
り
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
事
業

量
の
確
保
が
困
難
と
な
る
こ
と
が

懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
国
・
県

補
助
金
等
歳
入
の
積
極
的
な
確
保

に
努
め
る
と
と
も
に
、
様
々
な
角

度
か
ら
適
切
か
つ
効
果
的
な
整
備

手
法
を
検
討
し
、
市
民
の
安
全
で

安
心
な
生
活
環
境
の
確
保
に
取
り

組
ま
れ
た
い
。

◦
茂
原
長
柄
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
に
つ
い
て
は
、
利
用
状

況
を
分
析
す
る
と
と
も
に
更
な
る

利
用
促
進
に
努
め
ら
れ
た
い
。
ま

た
、
周
辺
地
区
の
活
性
化
に
あ

た
っ
て
は
、
企
業
誘
致
を
図
る
な

ど
有
効
な
土
地
利
用
に
繋
が
る
よ

う
、
引
き
続
き
庁
内
関
係
部
署
と

連
携
し
な
が
ら
民
間
企
業
等
へ
も

積
極
的
な
働
き
か
け
を
行
わ
れ
た

い
。

土
木
管
理
課

◦
道
路
橋
梁
等
社
会
イ
ン
フ
ラ
の

老
朽
化
に
よ
る
不
良
箇
所
に
つ
い

て
は
、
重
大
事
故
の
要
因
と
な
り

得
る
こ
と
か
ら
、
早
期
発
見
、
早

期
対
応
に
努
め
る
と
と
も
に
、
事

◆
監
査
の
実
施
内
容

　

各
部
署
か
ら
提
出
さ
れ
た
定
期

監
査
資
料
に
つ
い
て
、
補
助
職
員

に
よ
る
予
備
監
査
を
実
施
し
、
監

査
当
日
は
、
監
査
対
象
部
署
の
長

等
か
ら
説
明
を
受
け
、
関
係
職
員

に
対
し
て
質
疑
を
行
う
こ
と
に
よ

り
実
施
し
た
。

◆
監
査
の
場
所
　

　

茂
原
市
役
所

　

上
茂
原
西
市
営
住
宅
、
真
名
市

営
住
宅
、
渋
谷
隧ず

い
ど
う道

◆
監
査
の
期
間

　

令
和
５
年
１
月
13
日
か
ら
令
和

５
年
３
月
17
日
ま
で

◆
監
査
の
結
果

　

監
査
の
結
果
、
法
令
等
に
適
合

し
、
概
ね
適
正
に
執
行
さ
れ
て
い

た
が
、
一
部
検
討
が
必
要
と
認
め

ら
れ
る
事
項
が
見
受
け
ら
れ
た
。

　

な
お
、
複
数
の
部
署
に
共
通
す

る
事
項
に
つ
い
て
は【
共
通
事
項
】

に
掲
げ
、
各
部
署
へ
の
個
別
事
項

に
つ
い
て
は
【
部
署
別
事
項
】
に

掲
げ
た
。

【
共
通
事
項
】

全
課
共
通

◦
本
市
に
お
け
る
今
後
の
財
政
運

業
費
予
算
の
確
保
や
職
員
体
制
の

整
備
に
努
め
、
安
全
で
安
心
な
市

民
生
活
確
保
の
た
め
遺
漏
の
な
い

対
応
を
図
ら
れ
た
い
。

◦
交
通
安
全
施
設
等
の
整
備
・
補

修
に
あ
た
っ
て
は
、
通
勤
通
学
な

ど
市
民
生
活
に
お
け
る
安
全
性
を

確
保
す
る
た
め
、
土
木
建
設
課
と

連
携
し
、
緊
急
性
や
重
要
性
を
勘

案
し
な
が
ら
迅
速
に
対
応
さ
れ
た

い
。

都
市
計
画
課

◦
今
年
度
策
定
さ
れ
る
新
た
な
都

市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
つ
い

て
は
、
本
市
の
将
来
の
ま
ち
づ
く

り
に
係
る
指
針
と
な
る
こ
と
か

ら
、
プ
ラ
ン
実
現
に
向
け
企
画
政

策
課
等
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
適

宜
関
連
計
画
の
進
行
管
理
を
行

い
、
主
体
性
を
も
っ
て
魅
力
あ
る

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ま
れ
た

い
。

◦
新
た
な
地
域
公
共
交
通
計
画
に

つ
い
て
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を

基
に
本
市
に
と
っ
て
望
ま
し
い
地

域
公
共
交
通
の
在
り
方
を
検
討

し
、
優
先
順
位
を
見
極
め
な
が
ら

実
効
性
の
あ
る
計
画
を
策
定
さ
れ

た
い
。

監
査
結
果
の
公
表（
そ
の
4
）全文はこちら
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令
和
４
年
度
に
実
施
し
た
監
査

結
果
に
基
づ
き
講
じ
た
措
置
に
つ

い
て
、
茂
原
市
長
か
ら
通
知
が
あ

り
ま
し
た
。
内
容
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

◆
監
査
の
種
類　
定
期
監
査

◆
措
置
年
度
　　
令
和
５
年
度

〈
企
画
財
政
部　

財
政
課
〉

【
監
査
結
果
】

◦
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、
既

成
概
念
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く

既
存
事
業
や
補
助
金
等
の
積
極
的

な
見
直
し
を
図
る
よ
う
各
課
に
周

知
徹
底
す
る
と
と
も
に
、
成
果
指

標
に
基
づ
く
事
業
効
果
を
考
慮
し

た
予
算
査
定
の
実
施
に
つ
い
て
も

検
討
さ
れ
た
い
。

◦
予
算
に
執
行
残
額
が
発
生
し
た

場
合
は
、適
宜
補
正
し
、市
民
サ
ー

ビ
ス
向
上
の
た
め
有
効
に
活
用
さ

れ
た
い
。

◦
長
生
郡
市
広
域
市
町
村
圏
組
合

の
事
業
実
施
に
伴
い
負
担
金
の
大

幅
な
増
加
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か

方
法
を
検
討
し
、
一
年
を
通
し
て

多
く
の
人
に
訪
れ
て
も
ら
え
る
よ

う
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
た
い
。

◦
茂
原
駅
前
通
り
地
区
土
地
区
画

整
理
事
業
に
つ
い
て
は
、
市
民
の

利
便
性
を
考
慮
し
優
先
順
位
を
見

極
め
な
が
ら
、
引
き
続
き
整
備
効

果
が
目
に
見
え
る
形
で
の
事
業
推

進
を
図
ら
れ
た
い
。
ま
た
、
区
画

整
理
地
内
を
含
め
た
駅
周
辺
の
将

来
都
市
像
に
つ
い
て
は
、
今
後
も

関
係
部
署
や
関
係
機
関
と
様
々
な

角
度
か
ら
議
論
を
重
ね
ら
れ
た
い
。

下
水
道
課
・
川
中
島
下
水
処
理
場

◦
公
共
下
水
道
事
業
に
つ
い
て

は
、
安
定
的
か
つ
継
続
的
な
事
業

運
営
が
な
さ
れ
る
よ
う
、
今
後
も

水
洗
化
の
促
進
等
に
よ
る
使
用
料

収
入
の
確
保
や
効
率
的
な
施
設
の

維
持
管
理
等
に
よ
る
経
費
節
減
を

図
り
な
が
ら
経
営
の
健
全
化
に
努

め
ら
れ
た
い
。

◦
下
水
処
理
場
や
各
ポ
ン
プ
場
等

の
下
水
処
理
施
設
に
お
け
る
災
害

対
応
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き

ハ
ー
ド
面
の
徹
底
し
た
整
備
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
有
事
に
備
え

た
訓
練
の
実
施
等
に
よ
り
ソ
フ
ト

面
の
強
化
に
努
め
な
が
ら
、
正
常

な
機
能
が
維
持
で
き
る
よ
う
万
全

の
体
制
を
整
え
ら
れ
た
い
。

ら
、
財
政
的
な
見
地
か
ら
企
画
政

策
課
等
関
係
部
署
と
連
携
を
図

り
、
健
全
で
安
定
的
な
財
政
運
営

に
努
め
ら
れ
た
い
。

◦
債
権
管
理
の
一
元
化
に
つ
い
て

は
、
段
階
的
な
実
施
も
検
討
し
、

庁
内
関
係
部
署
と
協
議
し
な
が

ら
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
明
確
に
し

た
う
え
で
、
着
実
に
進
め
ら
れ
た

い
。

◦
各
事
業
の
実
施
に
あ
た
っ
て

は
、
財
源
確
保
の
観
点
か
ら
所
管

課
と
と
も
に
国
・
県
の
補
助
事
業

に
係
る
情
報
を
的
確
に
把
握
し
な

が
ら
、
事
業
内
容
や
施
行
方
法
の

検
討
等
を
行
い
、
積
極
的
に
補
助

金
の
確
保
に
努
め
ら
れ
た
い
。

【
措
置
内
容
】

◦
既
存
事
業
や
補
助
金
等
の
見
直

し
に
つ
い
て
は
、
予
算
要
求
時
等

に
、「
事
業
の
選
択
と
集
中
」
の

観
点
か
ら
依
頼
し
て
お
り
、
今
後

も
継
続
し
て
見
直
し
を
図
っ
て
い

く
。

　

ま
た
、
令
和
５
年
度
当
初
予
算

に
つ
い
て
は
、
庁
内
で
実
施
し
て

い
る
行
政
評
価
等
を
活
用
し
、
事

業
効
果
を
考
慮
し
た
予
算
査
定
を

実
施
し
た
。

◦
状
況
に
応
じ
て
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
向
上
の
た
め
予
算
の
執
行
残
額

を
有
効
に
活
用
し
た
。

◦
企
画
政
策
課
等
関
係
部
署
と
連

携
し
積
極
的
に
情
報
収
集
に
努
め

た
。
今
後
も
将
来
負
担
の
平
準
化

等
に
つ
い
て
、
長
生
郡
市
広
域
市

町
村
圏
組
合
や
構
成
町
村
と
協
議

を
継
続
し
て
い
く
。

◦
債
権
管
理
の
一
元
化
に
つ
い
て

は
、
庁
内
関
係
部
署
と
協
議
を

行
っ
て
お
り
、
段
階
的
な
実
施
に

向
け
、
準
備
を
進
め
て
い
る
。

◦
国
県
支
出
金
の
情
報
に
つ
い
て

は
所
管
課
と
と
も
に
県
等
と
連
携

を
密
に
と
っ
た
。
引
き
続
き
情
報

収
集
に
努
め
、
財
源
確
保
を
図
っ

て
い
く
。

�　

令
和
４
年
度
に
実
施
し
た
監
査

結
果
に
基
づ
き
講
じ
た
措
置
に
つ

い
て
、
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者�

社
会
福
祉
法
人�

茂
原
市
社
会
福

祉
協
議
会
か
ら
通
知
が
あ
り
ま
し

た
。
内
容
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

◆
監
査
の
種
類　
財
政
援
助
団
体

等
監
査

◆
措
置
年
度　
　

令
和
４
年
度

【
監
査
結
果
】

◦
社
会
福
祉
協
議
会
に
お
け
る
支

払
事
務
や
各
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お

建
築
課

◦
地
震
に
よ
る
倒
壊
の
お
そ
れ
が

あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
に
つ
い
て

は
、
登
下
校
時
の
子
ど
も
た
ち
や

周
辺
住
民
の
安
全
を
確
保
す
る
た

め
、
関
係
部
署
と
連
携
し
状
況
を

的
確
に
把
握
す
る
と
と
も
に
、
所

有
者
へ
そ
の
危
険
性
や
改
善
に
係

る
補
助
制
度
等
の
周
知
に
努
め
、

更
な
る
危
険
解
消
に
取
り
組
ま
れ

た
い
。

◦
旧
耐
震
基
準
の
住
宅
に
つ
い
て

は
、
大
規
模
地
震
に
よ
る
倒
壊
等

の
危
険
性
が
高
い
こ
と
か
ら
、
引

き
続
き
耐
震
化
の
重
要
性
や
補
助

制
度
に
係
る
積
極
的
な
周
知
に
努

め
る
と
と
も
に
、
耐
震
化
意
向
調

査
の
結
果
を
活
用
し
た
所
有
者
へ

の
効
果
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
検
討

す
る
な
ど
更
な
る
耐
震
化
率
向
上

に
向
け
鋭
意
取
り
組
ま
れ
た
い
。

都
市
整
備
課

◦
茂
原
公
園
に
つ
い
て
は
、
市
民

や
公
園
利
用
者
等
様
々
な
方
面
か

ら
の
意
見
や
ア
イ
デ
ア
を
取
り
入

れ
な
が
ら
新
た
な
魅
力
の
発
掘
に

努
め
、
更
な
る
魅
力
向
上
に
繋
げ

ら
れ
た
い
。
ま
た
、
公
園
内
に
あ

る
美
術
館
・
郷
土
資
料
館
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
双
方
の
魅
力
を
共

同
で
発
信
す
る
な
ど
新
た
な
Ｐ
Ｒ

監
査
の
結
果
に
対
す
る
措
置

9 広報もばら　2023.6.15



し
た
。
ま
た
、
ご
意
見
や
ご
提
案

を
踏
ま
え
、
遊
戯
室
（
児
童
セ
ン

タ
ー
）
内
に
消
毒
セ
ッ
ト
（
消
毒

液
・
除
菌
シ
ー
ト
・
ゴ
ミ
箱
）
及

び
意
見
箱
（
利
用
者
か
ら
の
意
見

を
収
集
す
る
も
の
）
の
設
置
、
便

座
シ
ー
ト
（
手
作
り
、
１
０
０
均

製
品
）
の
設
置
の
ほ
か
、備
品
（
椅

子
・
モ
ッ
プ
）
の
購
入
や
網
戸
の

修
繕
な
ど
を
行
い
、
利
用
者
の
利

便
性
の
向
上
に
努
め
た
。

　

安
全
性
の
向
上
に
向
け
て
は
、

豊
田
福
祉
セ
ン
タ
ー
前
の
道
路
を

走
行
す
る
車
両
に
対
し
、
児
童
の

飛
び
出
し
へ
の
注
意
を
促
す
看
板

を
設
置
し
、
施
設
利
用
者
の
安
全

確
保
を
図
っ
た
。

け
る
使
用
料
の
取
り
扱
い
に
つ
い

て
、
一
部
書
類
の
不
備
や
記
載
誤

り
等
が
見
受
け
ら
れ
た
こ
と
か

ら
、
適
正
な
事
務
処
理
を
行
わ
れ

た
い
。

◦
各
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

は
、
利
用
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
に
基
づ
き
、
適
宜
、
改
善
や

対
応
が
図
ら
れ
て
い
る
が
、
今
後

も
利
用
者
の
声
を
聴
き
な
が
ら
、

更
な
る
利
便
性
の
向
上
に
努
め
ら

れ
た
い
。
ま
た
、
幼
児
か
ら
高
齢

者
ま
で
誰
も
が
安
心
し
て
利
用
で

き
る
よ
う
、
利
用
者
や
施
設
の
よ

り
一
層
の
安
全
性
向
上
に
向
け
新

た
な
対
応
方
法
に
つ
い
て
も
検
討

さ
れ
た
い
。

【
措
置
内
容
】

◦
支
払
事
務
及
び
使
用
料
収
納
事

務
に
お
け
る
書
類
の
記
載
誤
り
や

領
収
印
漏
れ
に
関
し
、
セ
ン
タ
ー

担
当
者
会
議
の
場
で
、
適
正
な
事

務
処
理
の
徹
底
を
指
示
し
た
。
そ

の
他
、
備
品
台
帳
や
切
手
使
用
簿

に
関
す
る
事
務
処
理
及
び
様
式

を
、
全
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
統
一
し

た
。

◦
本
年
度
も
11
月
１
日
か
ら
20
日

に
か
け
て
、
利
用
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
（
回
答
数
：
６

６
４
）、
そ
の
結
果
を
市
に
報
告

問
合
せ

監
査
委
員
事
務
局
（
９
階
）

☎
⒇
１
５
６
０　
6
⒇
１
６
０
７

　

ま
た
、
浄
化
槽
の
機
能
を
維
持

す
る
た
め
、定
期
的
な
保
守
点
検
・

清
掃
、
法
定
検
査
を
実
施
し
て
く

だ
さ
い
。

［一宮川本川］
［豊田川］

［阿久川］

［小中川］
［赤目川］

［南白亀川］

［鶴枝川］

［三途川］
砂田橋①

昭和橋②

日進橋③

東橋⑤

法目橋⑬

赤目橋⑭

ふれあい橋⑫

御蔵芝橋⑯

沢尻橋④

立堀橋⑥

獅子吼橋⑨

市兵衛橋⑧

豊福橋⑮

落合橋⑪町保橋⑩

亀
齢
橋
⑦

令和４年度水質検査の調査結果

地点
R4年度 ①砂田橋 ②昭和橋 ③日進橋 ④沢尻橋 ⑤東橋 ⑥立堀橋 ⑦亀齢橋 ⑧市兵衛橋
BOD（mg/L） 1.3 1.9 2.4 5.0 5.8 2.0 1.8 2.1

地点
R4年度 ⑨獅子吼橋 ⑩町保橋 ⑪落合橋 ⑫ふれあい橋 ⑬法目橋 ⑭赤目橋 ⑮豊福橋 ⑯御蔵芝橋
BOD（mg/L） 3.6 3.9 5.4 3.1 3.0 2.5 2.1 2.3

指標 BOD 表示
きれい 3mg/L以下
わりあいきれい 3 ～ 5mg/L
よごれている 5 ～ 10mg/L

　

河
川
の
水
質
汚
濁
の
原
因
と
し

て
は
生
活
排
水
の
影
響
が
考
え
ら

れ
ま
す
。
使
い
古
し
の
油
や
残
っ

た
油
は
拭
き
取
る
な
ど
し
て
可
燃

ご
み
と
し
て
処
分
す
る
、
食
器
等

を
洗
う
と
き
は
三
角
コ
ー
ナ
ー
な

ど
を
利
用
し
て
生
ご
み
を
流
さ
な

い
な
ど
、
家
庭
か
ら
出
る
水
を
汚

さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

市
で
は
、
定
期
的
に
市
内
を
流

れ
る
河
川
の
水
質
検
査
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
令
和
４
年
度
の
調
査

結
果
は
、左
図
の
と
お
り
で
し
た
。

河
川
の
汚
濁
指
標
で
あ
る
Ｂ
Ｏ
Ｄ

（
※
）
の
値
を
見
る
と
、
き
れ
い

な
川
の
目
安
で
あ
る
３
ｍ
ｇ
／
Ｌ

以
下
を
達
成
し
て
い
な
い
地
点
も

あ
り
ま
し
た
。

　

単
独
処
理
浄
化
槽
や
く
み
取
り

ト
イ
レ
を
使
用
し
て
い
る
ご
家
庭

は
、
生
活
排
水
も
処
理
で
き
る
合

併
処
理
浄
化
槽
へ
の
転
換
を
ご
検

討
く
だ
さ
い
。

※�

Ｂ
Ｏ
Ｄ
（
生
物
化
学
的
酸
素
要

求
量
）
＝
水
中
の
有
機
物
が
微

生
物
の
働
き
に
よ
っ
て
分
解
さ

れ
る
と
き
に
消
費
さ
れ
る
酸
素

の
量
で
、
河
川
の
有
機
汚
濁
を

測
る
代
表
的
な
指
標
で
す
。
数

値
が
高
い
ほ
ど
汚
濁
が
進
ん
で

い
ま
す
。

問
合
せ

環
境
保
全
課
（
６
階
）

☎
⒇
１
５
０
４　
6
⒇
１
６
０
４

～
き
れ
い
な
川
を
取
り
戻
そ
う
～

～
き
れ
い
な
川
を
取
り
戻
そ
う
～

水
質
検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す

水
質
検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
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このコーナーでは、
　市内のできごとを写真と文章でお知らせします。マイシティマイシティモバラモバラ

　市では、株式会社カスミと地域のさまざまな課題に対応
できるよう、市民サービスの向上や地域の活性化に向けた
取り組みを推進するため包括連携協定を締結しました。
　この協定により、高齢者の買い物支援や見守り活動、災
害時の物資供給、食育の推進など幅広い分野で連携し協働
して取り組んでいきます。
　【連携分野】
高齢者支援／安全安心／健康づくり／子育て支援／商工業
の推進・観光　など ▲6項目の分野において協働して取り組みます

44/17/17
地域の発展と繁栄を目指して地域の発展と繁栄を目指して
株式会社カスミとの包括連携協定締結式

　市では、浸水被害等に備えるため、都市建設部の職員を
中心に茂原公園第2駐車場にて土のう作成を行いました。
今年も災害に対する意識および技術の向上を目的に、職員
研修の一環として新規採用職員22人も参加しました。
　日差しが降りそそぐ暑い中、2日間で目標としていた
8,000袋を上回る8,900袋を作成し、梅雨や台風の季節に備
えました。

　長生地域の関係団体が連携し、交通事故防止の徹底を目
的として、茂原ショッピングプラザアスモにて春の全国交
通安全運動長生地域出動式を実施しました。
　茂原中学校の生徒2人が一日警察署長に委嘱され、自転
車安全利用の推進宣言として自転車ヘルメットの利用や自
転車の安全利用の推進を表明。また、来場者へ啓発物資の
配布をした他、反射材の利用などを呼び掛けました。

　五郷小学校の5年生が、地元で農地の保全や地域活動な
どを行っている早野地域資源保全会の協力を得ながら田植
えを体験しました。これは田植えを通して、食に対する意
識の高揚や地域住民との触れあいを強めることなどを目的
として行われているもの。
　子どもたちは恐る恐る田んぼに足を踏み入れたと思った
ら、すぐさま笑顔で友達とおおはしゃぎ。秋には稲刈り体
験も予定されており、今からおいしいお米の収穫が楽しみ
です。

▲新人職員もがんばりました！

▲一本一本丁寧に苗を植えました

▲白バイやパトカーなどが広報活動を行いました

44/27/27
・28・28

55/11/11

55/2/2

大雨や台風被害に備える大雨や台風被害に備える

交通事故ゼロを目指して交通事故ゼロを目指して

田植えに挑戦！田植えに挑戦！

市職員による土のう作成

令和5年 春の全国交通安全運動 長生地域出動式

五郷小学校稲作体験学習

市民の日 4月1日（H14.5.25制定）11 広報もばら　2023.6.15
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お
知
ら
せ

労
働
力
調
査
へ
の
ご
回
答
を
お

願
い
し
ま
す

　

総
務
省
統
計
局
と
千
葉
県
で

は
、
毎
月
、
労
働
力
調
査
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
国
の
経
済
政
策
や

雇
用
対
策
な
ど
の
基
礎
資
料
を
得
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
重
要
な
調
査

で
、
総
務
省
が
毎
月
公
表
し
て
い
る

『
完
全
失
業
率
』
は
、
こ
の
調
査
を

も
と
に
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

対
象
世
帯
に
は
、
調
査
員
が
お

伺
い
し
ま
す
の
で
、
調
査
へ
の
ご

回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
対
象
世
帯　
高
師
の
一
部

◆
調
査
期
間　
７
月
～
11
月

※�

調
査
員
は
、
千
葉
県
知
事
発
行

の
調
査
員
証
を
携
帯
し
て
い
ま

す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
千
葉
県
総
合
企
画
部
統
計
課

☎
０
４
３
（
２
２
３
）
２
２
２
０

令
和
5
年
住
宅
・
土
地
統
計
調

査
の
調
査
員
を
募
集
し
ま
す

　

令
和
5
年
10
月
1
日
を
基
準
日

と
し
て
、
住
宅
・
土
地
統
計
調
査

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
１
７
４
の
調
査
区
で

調
査
を
行
う
た
め
、
約
70
人
の
調
査

員
の
方
々
の
ご
協
力
が
必
要
で
す
。

期
限
は
６
月
30
日
㊎
で
す
。
最
寄

り
の
金
融
機
関
や
コ
ン
ビ
ニ
、
ス

マ
ホ
決
済
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
市
県
民
税
の
納
税
通
知

書
は
６
月
12
日
㊊
に
発
送
し
ま
し

た
。
納
期
内
に
納
付
で
き
な
い
事

情
が
あ
る
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
地
方
税
統
一
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
（
ｅ
Ｌ-

Ｑ
Ｒ
）
を

利
用
し
た
納
付
も
で

き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
「
地
方
税
お
支
払
サ

イ
ト
」
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
収
税
課
（
２
階
）

☎
⒇
１
５
７
８　

6
⒇
１
６
０
９

『
茂
原
市
史
資
料
編
Ⅰ(

原
始
・

古
代
、
中
世
考
古)

』
の
刊
行

と
頒は

ん
ぷ布

の
お
知
ら
せ

　

市
制
施
行
70
周
年
を
記
念
し
て
、

新
た
な
茂
原
市
史
１
冊
目
『
茂
原

市
史
資
料
編
Ⅰ
（
原
始
・
古
代
、

中
世
考
古
）』
を
刊
行
し
ま
し
た
。

　

昭
和
41
年
に
『
茂
原
市
史
』
と

し
て
通
史
が
刊
行
さ
れ
て
か
ら
、

半
世
紀
以
上
が
経
ち
、
そ
の
間
に

埋
蔵
文
化
財
の
発
掘
調
査
や
古
文

書
調
査
等
に
よ
り
数
多
く
の
遺
跡

や
歴
史
資
料
が
発
見
さ
れ
る
と
と

も
に
、
研
究
が
進
ん
だ
こ
と
も
あ

り
、
当
時
の
人
々
の
暮
ら
し
の
様

子
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

旧
市
史
で
は
、
紹
介
で
き
な

か
っ
た
茂
原
の
地
質
、
旧
石
器

時
代
～
中
世
ま
で
の
遺
跡
や

横よ
こ
あ
な
ぼ

穴
墓
、
経き
ょ
う
づ
か塚、
城
じ
ょ
う
か
ん館
跡
等
の
考

古
資
料
、
文
献
資
料
を
紹
介
し
て

い
ま
す
。

　

市
内
公
共
施
設
に
て
閲
覧
で
き

ま
す
。
ま
た
、
有
償
頒
布
し
て
い

ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は
お
求

め
く
だ
さ
い
。

　

Ａ
４
判
・
４
５
０
ペ
ー
ジ

　

１
冊　

４
５
０
０
円

【
頒
布
場
所
・
問
合
せ
】

美
術
館
・
郷
土
資
料
館

茂
原
市
高
師
１
３
４
５-

１

☎
�
２
１
３
１　

6
�
２
１
３
２

※�

調
査
前
に
仕
事
内
容
の
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
の
で
、
未
経
験

の
方
で
も
安
心
で
す
。

◆
応
募
資
格

　

20
歳
以
上
で
、
健
康
な
方
・
調

査
で
知
り
得
た
秘
密
を
守
れ
る

方
・
税
務
、
警
察
、
選
挙
事
務
に

直
接
関
係
の
な
い
方
・
暴
力
団
員
、

そ
の
他
の
反
社
会
的
勢
力
に
該
当

し
な
い
方

◆
活
動
期
間

　

８
月
下
旬
～
10
月
末
（
予
定
）

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

企
画
政
策
課
（
４
階
）

☎
⒇
１
５
１
６　

6
⒇
１
６
０
３

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
け

取
り
は
お
早
め
に
！

　

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
申
込
期
限

（
９
月
末
）
間
際
は
、
交
付
予
約
の

集
中
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

お
手
元
に
交
付
通
知
書
が
届
き

ま
し
た
ら
、
お
早
め
に
受
け
取
り

の
ご
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
予
約
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
�
７
３
３
４

問
市
民
課
（
２
階
）

☎
⒇
１
５
０
２　

6
⒇
１
６
０
０

忘
れ
ず
に
納
付
し
ま
し
ょ
う
！

　

市
県
民
税
（
第
１
期
）
の
納
付

問合せ　管財課（4階）　☎（20）1520　6（20）1602

●契約内容公表　令和4年度第四半期に契約を締結した1,000万円以上の建設工事は次のとおりです。
No. 工事名 請負業者 契約額(円) 工期

1 道路舗装補修工事(高師) (株)岡田建設 24,860,000 令和5年1月17日～令和5年3月31日

2 内水対策関連工事(東茂原その１) (株)岡田建設 96,030,000 令和5年1月31日～令和5年6月30日

3 市道2級5号線　道路改良工事(明
治橋下部撤去工) (有)浜谷総業 82,753,000 令和5年3月14日～令和5年7月31日

【
主
な
内
容
】

第
１
章　

茂
原
の
地
形
と
地
質

第
２
章　

旧
石
器
時
代

第
３
章　

縄
文
時
代

第
４
章　

弥
生
時
代

第
５
章　

古
墳
時
代

第
６
章　

奈
良
・
平
安
時
代

第
７
章　

中
世

第
８
章　

古
代
史
に
現
れ
る
郷
土

12広報もばら　2023.6.15
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市の花 コスモス（H9.10.20指定） 市の木 つつじ（S45.11.10指定）

第
69
回
茂
原
七
夕
ま
つ
り
ポ
ス

タ
ー
を
販
売
し
ま
す
‼

　

関
東
屈
指
の
七
夕
ま
つ
り
の
１

つ
で
あ
る
、
茂
原
市
の
一
大
イ
ベ

ン
ト
「
茂
原
七
夕
ま
つ
り
」
の
ポ

ス
タ
ー
を
販
売
し
ま
す
。

◆
販
売
枚
数　
50
枚（
B2
サ
イ
ズ
）

◆
料
金

　

３
０
０
円
（
１
人
５
枚
ま
で
）

◆
販
売
期
間

　

６
月
12
日
㊊
～
７
月
28
日
㊎
９

時
～
17
時
（
土
日
・
休
日
を
除
く
）

※
完
売
次
第
終
了

※�

７
月
29
日
～
30
日
の
七
夕
ま
つ

り
期
間
は
、
茂
原
商
工
会
議
所

で
９
時
～
20
時
に
販
売
し
ま
す
。

◆
販
売
窓
口

•
�

茂
原
商
工
会
議
所
（
２
階
）

•
�

市
商
工
観
光
課
（
６
階
）

問
茂
原
七
夕
ま
つ
り
実
行
委
員
会　

☎
�
３
３
６
１

資
源
ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
ご

協
力
く
だ
さ
い

　

茂
原
市
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
委
員

会
で
は
、
資
源
ご
み
の
分
別
や
リ

サ
イ
ク
ル
方
法
を
ま
と
め
た
保
存

版
冊
子
を
作
成
し
ま
し
た
。
環
境

保
全
課
、
生
活
課
、
本
納
支
所
、

市
内
公
共
施
設
で
配
布
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
環
境
保
全
課
ウ
ェ
ブ

ペ
ー
ジ
で
も
閲
覧
で
き
ま
す
。

問
環
境
保
全
課
（
６
階
）

☎
⒇
１
５
０
４　

6
⒇
１
６
０
４

動
物
は
正
し
く
飼
い
ま
し
ょ
う

○�

正
し
い
動
物
の
飼
い
方
を
再
確

認
し
、
過
剰
な
ふ
れ
あ
い
は
控

え
、
触
っ
た
後
は
必
ず
手
を
洗

い
ま
し
ょ
う
。

〇�

災
害
時
の
ペ
ッ
ト
の
同
行
避
難

は
、
ケ
ー
ジ
で
の
飼
育
等
条
件

が
あ
り
ま
す
。
日
頃
か
ら
ペ
ッ

ト
専
用
の
防
災
用
品
や
し
つ

け
、
同
行
避
難
可
能
な
避
難
所

の
確
認
な
ど
、
準
備
を
し
ま

し
ょ
う
。

○�

飼
っ
て
い
る
動
物
に
は
迷
子
札

や
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
を
付
け
、

放
れ
て
し
ま
っ
て
も
、
飼
い
主

が
分
か
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

〇�

犬
は
、
首
輪
等
に
登
録
鑑
札
と

狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
を
付
け

る
こ
と
が
、
狂
犬
病
予
防
法
で

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

○�

公
園
等
で
あ
っ
て
も
犬
の
放
し

飼
い
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、し
つ
け
や
訓
練
を
し
て
、

人
に
危
害
を
加
え
た
り
、
鳴
き

声
な
ど
で
近
隣
に
迷
惑
を
掛
け

た
り
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

○�

飼
い
犬
が
人
を
か
ん
だ
時
や
犬

猫
を
合
わ
せ
て
10
頭
以
上
飼
う

場
合
な
ど
は
、
保
健
所
へ
届
け

出
が
必
要
で
す
。

○�

猫
は
屋
内
で
飼
い
ま
し
ょ
う
。

ふ
ん
尿
や
鳴
き
声
等
に
よ
る
被

害
を
防
止
で
き
、
感
染
症
や
交

通
事
故
等
の
危
険
か
ら
猫
を
守

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○�

飼
っ
て
い
る
動
物
の
ふ
ん
尿

は
、
飼
い
主
が
責
任
を
持
っ
て

処
理
し
ま
し
ょ
う
。

○�

適
正
に
飼
う
こ
と
が
で
き
な
い

子
犬
・
子
猫
を
増
や
さ
な
い
た

め
に
、
不
妊
去
勢
措
置
を
し
ま

し
ょ
う
。

○�

や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
ど

う
し
て
も
飼
え
な
く
な
っ
た
場

合
は
、
新
し
い
飼
い
主
を
探
し

て
く
だ
さ
い
。
保
健
所
・
動
物

愛
護
セ
ン
タ
ー
で
は
新
し
い
飼

い
主
探
し
を
お
手
伝
い
し
ま

す
。

○�

愛
護
動
物
を
虐
待
、
遺
棄
、
殺

傷
す
る
と
、
懲
役
ま
た
は
罰
金

が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

問
環
境
保
全
課
（
６
階
）

☎
⒇
１
５
０
４　

6
⒇
１
６
０
４

　

長
生
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
（
長
生
保
健
所
）

☎
�
５
１
６
６

公共施設の電話予約を開始します
　市では行財政改革の一環として、市民サービスの向上を図るため、令和５年７月から公共施設の電
話予約を開始します。
　なお、ご利用にあたっては事前の登録（6月15日㊍～受付）が必要な場合があります。詳しくは、各
施設にお問い合わせください。

問合せ　総務課（４階）☎（20）1519　6（20）1602

施設名 電話番号 施設名 電話番号
中央公民館 (22)5072 総合市民センター (24)9511
本納公民館 (34)2349 二宮福祉センター (26)3740
鶴枝公民館 (25)1834 豊田福祉センター (26)1105
市民体育館（大体育室のみ） (23)2811 五郷福祉センター (25)7880
美術館・郷土資料館 (26)2131 豊岡福祉センター (34)8321
東部台文化会館 (23)8711 東郷福祉センター (25)5882

☆利用者登録から利用までの基本的な流れ

※施設によって異なりますので、詳しくはお問い合わせください

利用者登録
申込書を提出

電話にて
施設予約の申込み

利用日当日、
窓口にて使用料

の支払い
利用

13 広報もばら　2023.6.15



同課ウェブページにて入手
▼みんなdeボッチャ交流会
7月2日 ㊐13時30分 ～ 15時30分 ／
ボールを転がすだけ！イスに座ってでき
る！ボッチャの楽しさを体験してみません
か？／場所＝市民体育館／対象＝小学生
以上／費用＝100円（保険代）／持ち
物＝室内用運動靴、飲み物
問茂原市ボッチャ協会　井上
☎090（7232）6637　　

mobara.fuuraisya@gmail.com
▼キッズ運動能力向上教室（全3回）
7月25日㊋ボール基本動作（投げる、
捕る）・走り方など、7月27日㊍ボール
基本動作（動きの中で投げる、捕る）・
タグラグビーなど、8月1日㊋ボール応
用動作（ボールゲーム）など（1日のみ
の参加も可）／クラス割＝①13時10分
～ 14時（年少クラス）、 ②14時20分
～ 15時10分（年中、年長クラス）、③
15時30分～ 16時20分（小学生クラス）
／場所＝市民体育館／定員＝各クラス
25人（申込順、①②は保護者同伴必須、
③は任意）／費用＝1日50円（保険代）
／持ち物＝室内用運動靴、飲み物／申
込＝6月19日㊊9時～ 30日㊎17時まで
に費用を添えて体育課へ申し込み

東郷福祉センター東郷福祉センター
☎（25）5882　6（25）5871

㊡祝日、年末年始
▼親子で楽しむキラキラナイト
7月26日㊌19時～ 20時30分／内容＝
光るうちわ製作・職員によるエレクトー
ン演奏・花火／対象＝市内在住3歳～小
学生親子／定員＝30組（きょうだいは1
組とする）／費用＝500円／申込＝6月
23日㊎～ 30日㊎（9時～ 17時）まで
に電話にて受け付け（申し込み多数の
場合は抽選し、結果を7月3日㊊以降に
連絡）。その後、費用を添えて窓口にて
申し込み
▼夏のチャレンジ小学生
申込=7月3日㊊～ 9日㊐（9時～ 17時）
までに電話にて受け付け（本人を含め2
人まで。申込多数の場合は抽選し、結
果を7月10日㊊以降に連絡）。その後、

費用を添えて窓口にて申し込み
①古代体験
8月2日㊌9時～ 12時／内容＝火おこし
体験・勾玉作り／対象＝市内在住小学生

（1・2年生は保護者同伴）／定員＝20
人／費用＝300円（勾玉代）
②オリジナルキーホルダーを作ろう
8月4日㊎9時30分～ 11時30分／内容
＝クラフト教室／対象＝市内在住小学生
／定員＝20人／費用＝600円（材料代）
③簡単ピザを作って食べよう
8月23日㊌9時30分～ 11時30分／内
容＝調理教室／対象＝市内在住小学生
／定員＝16人／費用＝600円（材料代）

五郷福祉センター五郷福祉センター
☎（25）7880　6（25）7881

㊡祝日、年末年始
▼わんぱくサマーキッズ
申込=6月17日㊏～ 20日㊋（9時～ 17
時）までに電話にて受け付け（本人の
み申し込み。申込多数の場合は抽選し、
結果を6月23日㊎以降に連絡）。その後
6月27日㊋～ 7月2日㊐（9時～ 17時）
までに費用を添えて窓口にて申し込み
①古代体験
7月25日㊋9時～ 12時／内容＝火おこ
し体験・勾玉作り／対象＝市内在住小
学生（1・2年生は保護者同伴）／定員
＝20人／費用＝300円（材料代）
②水遊び
8月2日 ㊌10時 ～ 12時（ 雨 天 時 は3
日に順延、3日雨天中止）／対象＝市
内在住小学生／内容＝みんなで楽しく
水遊びをしよう／定員＝20人／費用＝
300円（景品・材料代）
③チャレンジ！パティシエ体験
8月22日㊋13時30分 ～ 15時30分 ／
対象＝市内在住小学3年生～ 6年生／
内容＝楽しくお菓子作りにチャレンジし
よう／定員＝12人／費用＝1,000円（材
料代）
④トロピカルジェルアレンジ
8月29日㊋9時30分～ 11時30分／対
象＝市内在住3歳～ 6歳の未就学児と保
護者／内容＝ジェルアレンジクラフト教
室／定員＝15組／費用＝700円（材料

代）
▼囲碁入門教室（全12回）
7月8日～ 8月27日の土曜日・日曜日
9時30分～ 11時30分／内容＝初めて
囲碁をする人のための講座／対象＝市
内在住の囲碁初心者の方／定員＝15人

（申込順）／費用＝1,000円（教材代）
／持ち物＝筆記用具／申込＝6月18日
㊐9時～電話にて受け付け。その後6月
20日㊋9時～ 6月25日㊐17時までに費
用を添えて窓口にて申し込み

鶴枝公民館鶴枝公民館
☎（25）1834　6（26）2220

㊡年末年始
▼夏休み子どもトールペイント教室
8月1日㊋9時30分～ 11時30分／内容
＝アクリル絵の具でカサにペイント。オ
リジナルのカサをつくろう！／対象＝市内
在住小学生（1・2年生は保護者同伴）
／定員＝10人（申込多数の場合抽選）
／費用＝900円（材料代）／申込＝6月
15日㊍～ 27日㊋正午までに窓口また
は電話にて

本納公民館本納公民館
☎（34）2349　6（34）2302

㊡年末年始
下記2つの催し物は、申込＝6月15日㊍
～ 26日㊊正午までに窓口・電話にて（申
込多数の場合抽選）
▼子ども折り紙教室
7月27日㊍、8月3日㊍10時～ 12時／
内容＝遊んで飾れる折り紙を作ってみよ
う！／対象＝小学生(1・2年生は保護者
同伴) ／定員＝各回15人／費用無料／
持ち物＝折り紙（15㎝サイズのもの）、
はさみ、木工用ボンド
▼子どもクラフトバンド教室
①7月29日 ㊏9時30分 ～ 11時30分、
②8月26日㊏9時30分～ 11時30分／
内容＝①あさがおのリース、②どうぶつ
のかご／対象＝小学生（1年生～ 3年生
は保護者同伴）／定員＝各回10人／費
用＝各回700円程度／持ち物＝はさみ、
木工用ボンド、洗濯ばさみ5個～ 10個
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あなたも参加しませんか？
東部台文化会館東部台文化会館
☎（23）8711　6（23）9767

㊡ 8月10日㊍（偶数月と3月の第
2木曜日）、年末年始

▼施設の利用申請書受付� 9時～ 17時
受付分 受付開始日

音楽ホール 令和6年
7月分 7月3日㊊

体育センター 令和5年
10月分 7月4日㊋

そ の 他 3カ月先まで 順次
※詳しくはお問い合わせください。

下記5つの催し物は、対象=市内在住・
在勤者／申込＝6月16日㊎9時～電話ま
たはFAXにて（申込順）
▼公式ワナゲ教室（全６回）
7月10日 ㊊・24日 ㊊、9月11日 ㊊、
10月2日㊊・23日㊊、11月13日㊊13
時30分～ 15時30分／内容＝誰でも
知っている、誰にでもできる、昔からあ
るワナゲを生涯スポーツとして進化整備
させた楽しいゲームです／定員＝12人
／費用無料
▼薬膳とヨガの健康教室（全６回）
7月18日㊋・25日㊋、9月5日㊋・19
日 ㊋、10月24日 ㊋、11月7日 ㊋9時
30分～ 11時30分／内容＝日常生活に
簡単に取り入れられる薬膳的養生を学
び、ヨガでリフレッシュをしましょう／定
員＝10人／費用無料／持ち物＝ヨガマッ
ト、飲み物、筆記用具
▼クラフトバンド教室（全６回）
7月10日 ㊊・24日 ㊊、9月11日 ㊊、
10月16日㊊・23日㊊、11月13日㊊9
時～ 12時／内容＝クラフトバンドを使っ
た作品作り（バッグ・かご・季節の小物
など）／定員＝10人／費用＝各回1,500
円程度（材料代）／持ち物=はさみ、
洗濯ばさみ5個～ 10個、木工用ボンド、
鉛筆、メジャー
▼つるしびな教室（全６回）
7月25日㊋、9月5日㊋・19日㊋、10
月3日 ㊋・24日 ㊋、11月7日 ㊋13時
30分～ 15時30分／内容＝つるしびな
を始めてみませんか？／定員＝10人／
費用＝1,000円（材料代）／持ち物＝

裁縫道具一式（はさみ・ものさしなど）、
筆記用具
▼折り紙教室（全６回）
7月20日㊍・27日㊍、9月7日㊍・14
日㊍・21日㊍・28日㊍9時30分～ 11
時30分／内容＝折り紙の基本から学び
ましょう／定員＝10人／費用無料／持
ち物＝折り紙（15㎝角）、はさみ、ボンド、
定規（15㎝ぐらい）、筆記用具

美術館・郷土資料館美術館・郷土資料館
☎（26）2131　6（26）2132

6月19日㊊～ 23日㊎（臨時休館）、
年末年始

開館時間9時～ 17時／下記展示全て無
料／駐車場=茂原公園駐車場・中部駐
車場／自動車で来館される高齢者・身
体の不自由な方は、館の脇に駐車でき
ますのでお問い合わせください。
◆共催展示
▼茂原市市民美術展
～ 6月17日㊏最終日は15時まで
▼如
じょ

の会展（油彩・水彩・デッサン）
6月24日㊏～ 7月2日㊐初日は13時か
ら、最終日は15時まで
▼長生フィルム会展
7月5日㊌～ 22日㊏最終日は15時まで
◆美術収蔵品展
▼絵画で見よう動物たち
6月24日㊏～ 8月20日㊐／内容＝動物
を描いた絵画19点を展示
◆郷土資料館展示
▼常設展示
6月24日㊏～ 9月3日㊐／内容＝旧石器
時代～古墳・奈良平安時代までの出土
品をはじめ、県指定文化財の人車や、
車偶庵のひな人形・土人形を展示
▼�茂原市史刊行記念
　第1回歴史セミナ－�「茂原市内の　
　遺跡から見る人々の暮らし」
7月15日㊏13時30分 ～ 15時30分 ／
場所＝中央公民館／内容＝桂神田山・
内野遺跡や石神貝塚、下太田貝塚、宮
ノ台遺跡・宮島遺跡、国府関遺跡等の
遺跡や出土品により、旧石器時代から
中世までの人々の暮らしを明らかにす
る／講師＝茂原市史編さん委員会委員　

小髙春雄氏／対象＝一般・学生／定員
＝30人程度／費用無料／申込＝6月15
日㊍～ 29日㊍17時まで電話にて
▼第１回「もばら子どもギャラリー」
　への作品を募集します
市内の子どもたちの自由な作品を発表
する場です／会期＝7月25日㊋～ 8月
22日㊋／対象＝市内在住小学６年生ま
で／作品＝絵（クレヨン、絵具など、画
材は自由）、習字など、画びょうで掲示
できるもの／募集期間＝6月15日㊍～ 7
月14日㊎までに、美術館・郷土資料館
に作品をご持参ください。

図　書　館図　書　館
☎（23）6151　6（25）6136

㊡年末年始
▼おはなし会（3歳以上）
6月24日㊏、7月1日㊏・8日㊏14時～
14時30分／内容＝すばなし、絵本の読
み聞かせ、紙芝居など
▼映画会（3歳以上）
6月17日㊏14時～ 14時30分／内容＝

「10ぴきのかえる」
▼赤ちゃんといっしょのおはなし会
6月20日㊋10時30分～ 11時
▼ショート託児サービス
6月27日㊋、7月4日㊋・11日㊋10時
～ 14時／対象＝6カ月～未就学児／
60分ごとに除菌作業実施

体　育　課体　育　課
☎（20）1575　6（20）1607

▼夏休みタッチバレーボール教室
7月30日 ㊐17時15分 ～ 19時、8月7
日 ㊊10時15分 ～ 12時、8月12日 ㊏
17時15分～ 19時／場所＝市民体育館
／定員＝各回16チーム（1チーム4人～
6人）※個人申込可／費用＝1人100円

（当日集金）／持ち物＝室内用運動靴、
飲み物／申込書に必要事項を記入し、
6月19日㊊～ 7月14日㊎までに体育課
または市民体育館へ提出
またはメール（申込多数の
場合抽選）※申込書は体
育課・市民体育館または
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見やすく読みまちがえにくいユニバーサル
デザインフォントを採用しています。

「広報もばら」は環境にやさしいインクで
印刷されています。
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日曜・休日当番医 診療時間　9時～ 17時

《内科系》 《外科系》

6月18日㊐ 宍 倉 病 院
☎（24）2171

宍 倉 病 院
☎（24）2171

6月25日㊐

あ ま が 台
フ ァ ミ リ ー
ク リ ニ ッ ク
☎（36）7011

公 立 長 生 病 院
☎（34）2121

※都合により、変更する場合があります。救急患者が優先となります。
　消防本部☎（24）0119、6（25）8448へお問い合わせください。

夜間の
急病は

 長生郡市夜間急病診療所　内科・小児科（初期診療）
20時～ 23時（受付19時45分～ 22時45分）
☎（24）1010
テレフォン案内
（19時～ 22時45分　長生郡市夜間急病診療所のご案内）
（22時45分～翌６時　救急当番病院（内科・外科）のご案内）
☎（24）1011

テレフォンガイドもばら　☎（20）1616
ご希望の情報サービスコードをダイヤルしてください。
※市公式ウェブサイトから確認できます。

こども急病電話相談　　実施：千葉県
お子さんの急な病気で心配なとき、看護師・小児科医が電話でアドバイスします。

＃ 8 0 0 0
（プッシュ回線・携帯電話）

☎043（242）9 9 3 9
（ダイヤル回線）

相談日時
毎日19時〜翌6時

救急安心電話相談　　実施：千葉県
医療機関を受診するか迷ったとき、救急車を呼ぶか迷ったときにご相談ください。

＃ ７ 0 0 9
（プッシュ回線・携帯電話）

☎03（6810）1 6 3 6
（ダイヤル回線）

相談日時
平日・土曜18時〜翌6時
日曜・休日 9時〜翌6時

今月の日曜開庁 6月25日㊐  8時30分～ 17時15分

市 民 課（2階） ☎（20）1502

市民税課（2階） ☎（20）1577

収 税 課（2階） ☎（20）1578

本納支所（ほのおか館内）☎（34）2111

証明書等交付時間を延長 毎週水曜日　19時まで

市 民 課（2階） ☎（20）1502
※�一部取り扱えない業務もありますので、詳しくはお問い合わせください。

※�
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ぽん酢で簡単甘酢炒め

めかじき……………………………………… 2切れ
塩・こしょう……………………………………少々
片栗粉……………………………………… 小さじ1
長芋…………………………………………… 100g
赤パプリカ…………………………………… 1/4個
黄パプリカ…………………………………… 1/4個
油…………………………………………………適宜
　  ぽん酢 ………………………………… 大さじ1
A   砂糖 …………………………………… 大さじ1
　  水 ……………………………………… 大さじ1
水溶き片栗粉……………………………… 小さじ1

材料／大人２人分

作 り 方
① めかじきは水気を拭き取り、塩・こしょうをし一口大に切る。
② 長芋は1.5㎝厚さの食べやすい大きさに、パプリカは乱切りにする。
③ フライパンに油を熱し、長芋、パプリカを炒めて一度取り出す。
④ そのままのフライパンで、片栗粉をまぶしためかじきの両面を焼く。
⑤ ③を戻し入れ、Ａを加えて全体を混ぜ合わせ、水溶き片栗粉でとろみを付ける。
ひとこと

　片栗粉でとろみを付けることで、パサつきを感じません。生鮭やシーフードミックス、鶏肉な
どお好みの食材でアレンジをお楽しみください。
　毎年６月は「食育月間」です。食育月間をきっかけに、普段の食生活を見直してみませんか。
（栄養価／ 1人分）エネルギー 252kcal　たんぱく質17.4g　脂質12.3g　炭水化物16.8g　食塩相当量1.3g

保健センターからのお知らせ 　申込み・問合せ・会場は、保健センター☎（25）1725

名　　称 日時・内容 受付時間 主な対象者 持ち物など

ママ・パパ教室
７月15日㊏　出産準備編
妊娠・陣痛・お産の時の過ごし方、
パパが行う陣痛時のマッサージ体験、
歯・栄養のお話　他

９時～
９時15分

妊娠中の方
およびそのご家族

母子健康手帳、筆記用具
※必ずご予約ください

ままのわ
７月14日㊎　ミニセミナー卒乳編
卒乳のお話、歯科・栄養のお話、
手遊び歌、計測　他

９時50分
～ 10時

妊婦、３歳までのお
子さんがいる母親

母子健康手帳、筆記用具
※必ずご予約ください

※感染症拡大防止のため、事業が延期、休止となる可能性があります。最新情報は市公式ウェブサイトをご確認ください。
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